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㊽
松
前
町
議
会
議
員
及
び
松

前
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例

要
旨

　

公
職
選
挙
法
第
172
条
の

２
の
規
定
に
よ
り
、松
前
町

議
会
議
員
及
び
松
前
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公

報
を
発
行
す
る
た
め
、新
た

に
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙

の
選
挙
公
報
導
入
状
況

は
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
早
瀬
議
員
）

答　

愛
媛
県
内
で
は
、
県
、

松
山
市
、
西
条
市
及
び

新
居
浜
市
の
４
自
治
体
が

条
例
を
制
定
し
、選
挙
公

報
を
発
行
し
て
い
る
。
な

お
、愛
媛
県
下
の「
町
」で

は
初
の
実
施
と
な
る
。

問　

掲
載
文
及
び
写
真
等
、

申
請
時
の
審
査
の
規
定
は

条
例
で
定
め
な
く
て
よ
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　
（
田
中
議
員
）

答　

選
挙
公
報
に
お
け
る
掲

載
文
及
び
写
真
の
大
き
さ

は
、
松
前
町
選
挙
管
理
委

員
会
が
決
定
す
る
。

　
　

更
に
、候
補
者
の
経
歴

等
に
つ
い
て
は
、立
候
補

届
の
事
前
審
査
で
原
稿
を

精
査
す
る
が
、
基
本
、
申

請
の
あ
っ
た
内
容
を
掲
載

す
る
。

　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

要
旨

　

愛
媛
県
漁
業
信
用
基
金

協
会
の
財
務
内
容
改
善
の

た
め
、
松
前
町
の
出
資
金

27
口
、135
万
円
の
う
ち
、出

資
口
数
９
口
、
45
万
円
を

減
じ
る
こ
と
で
発
生
す
る
、

払
戻
請
求
権
を
放
棄
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

愛
媛
県
漁
業
信
用
基
金

協
会
は
、
漁
業
者
等
へ
の

円
滑
な
融
資
の
た
め
に
債

務
を
保
証
す
る
目
的
で
昭

和
28
年
６
月
に
設
立
さ
れ

た
が
、
安
定
し
た
保
障
業

務
の
継
続
、
今
後
予
測
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

に
よ
る
漁
家
経
営
の
影
響

等
を
考
慮
し
、
組
織
強
化

を
図
る
た
め
に
全
国
協
会

と
合
併
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
４
月
に
一
次

合
併
が
あ
り
、平
成
31
年
４

月
の
二
次
合
併
で
完
了
と

な
る
が
、合
併
前
に
欠
損
金

を
解
消
す
る
必
要
が
あ
り
、

出
資
金
の
減
資
に
よ
り
欠

損
金
を
補
填
す
る
こ
と
が

必
至
で
、
出
資
者
に
よ
る

払
戻
請
求
権
の
放
棄
が
必

要
と
な
る
。
払
戻
請
求
権

の
額
は
、
減
資
口
数
９
口
、

45
万
円
×
減
額
率
と
な
っ

て
い
る
。

問　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
　
　
（
村
井
議
員
）

答　

大
災
害
に
よ
り
想
定
さ

れ
る
代
位
弁
済
の
増
大
に

対
し
、安
定
的
な
財
務
基

盤
と
組
織
体
制
の
強
化
に

繋
が
る
。

ま
た
、
早
期
復
旧
・
復

興
に
必
要
な
資
金
の
事
務

処
理
上
の
迅
速
化
が
図
れ

る
。

　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

請
願
第
１
号

日
本
政
府
が「
核
兵
器
禁

止
条
約
」に
署
名
・
批
准
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

◎
請
願
者　

2018
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
大
行
進
四
国
コ
ー
ス
愛

媛
県
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長　

今
井
正
夫

◎
紹
介
議
員　

金
澤　

浩

要
旨

　

広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
爆

か
ら
73
年
目
に
な
る
。

　

こ
の
地
球
上
か
ら
核
兵

器
を
な
く
す
こ
と
は
、
原

爆
被
害
者
の
悲
願
で
あ
り
、

「
非
核
三
原
則
」
を
国
是
と

す
る
核
兵
器
反
対
の
わ
が

国
の
政
策
と
も
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

昨
年
7
月
、
国
連
で
122

カ
国
の
賛
成
を
得
て「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
採
択

さ
れ
た
。

　

日
本
政
府
は「
目
標
は
同

じ
で
も
手
段
が
違
う
」と
し

て
、こ
の
条
約
に
反
対
を
表

明
し
て
い
る
が
、
今
こ
そ

日
本
は
、唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
地
球
上
の
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
、
国
際
間

の
調
整
役
な
ど
主
導
的
役

割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
日
本
政

府
お
よ
び
国
会
に
対
し「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
に
署
名
・

批
准
す
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
も
の
で
あ
る
。

継
続
審
査
理
由

　

請
願
者
が
提
出
し
た
請

願
書
以
外
の
資
料
が
議
会

審
議
に
配
布
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、公
平
公
正
な
判
断

の
も
と
審
査
が
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
調
査
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

継
続
審
査
と
し
た
。

（
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と

し
た
）

総

務

産
業
建
設
選
挙
公
報
で
投
票
率
ア
ッ
プ
を
！


